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やわらかに紡ぐ家

3 年前期 建築設計 BⅠ

Step1: かこってひらいてつむぐ
　「様々な外力からの弾力性」をキー
ワードに靭やかな集合住宅を考える。
輪で囲われた個別の居住空間を少し
だけ開いて紡ぎ合うことで、すきま
から住民だけの共有階に人の個性が
にじみだすかたちを提案した。

自然災害に対応できるコミュニティの形成を想定した集合住宅を与件とし、環境性能の視点から再設計を行う。
住民と住宅の結節点となる「管理人さん」に着目し、人々の手・建築の余地が一体となった住まいを提案する。

　発電システムや最新設備機器の導
入をしても災害時には人々の生活を
確保しきれないと考えた。そこで、
管理人さんを中心とした住民間の交
流を創造するというソフトな取組み
から CASBEE 評価の改善を狙う。

　環境の変化や住民の要求に対応し
て管理人さんが建築環境を操作でき
るように切り替え可能な仕組みを加
えた。解析を行うことで適切な構成・
手法を明確にし、管理人さんの作業
の単純化・効率化を試みた。

Step2: 環境改善の再解釈 Step3: 余地を持つかたちへ

4 年前期 建築環境デザイン Kerkythea、FrowDesigner を用いたシュミレーション

敷地：仙台市荒井 /東北大学大学院 工学研究科 都市建築学専攻 /石田壽一研究室 /中川 涼 /ryon414@gmail.com

空家利用 風と光 かばた

みえる化 地域の避難所 集会の活用

Kerkythea

FrowDesigner

可動壁で切り替え

空家に応じて 2階の壁を減らし転換の余地をつくる。

3F: private

2F: common

1F: private
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